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η個の実数αl,・ …,απ(た だしη≧3)について

maX{α l,max{α 2,…・,απ}}=maX{α l,α 2,・ …,απ}

となることを示せ。

απ>0(η =1,2,3,…・), αれ→α (η
→∞)と する。次のことを示せ。

ハ
→0い →

(参考 :級数Σ απは収東する(こ のときα=o)か ,ま たは,十∞に発散する。
)

π=1

関数ν=Ъ
「

1孫 し∈k,″≠切鍵敵ノ村めよ
Leibnizの公式を用いて,関数∫(■)=″θα″ (″∈R)の第η階微分係数 (第 2次微分係
数)∫

し)(0)を求めよ。ただしαは定数,η は正の整数である。

関数バ″)=Sin-1″
―″

(0<″<1)の ″→+2のときの標限値を求めよ.

01

(1)∫ はレ,十∞)で連続,(α,+∞)で微分可能な実数値関数で

∫
′
(・)≦ 五∫(・)(α<・), ただしAは定数

を満たすとする。関数c―
ん∫(・)の導関数を考えることにより,

∫(・)≦ CI(″
~0∫

(α) (α≦・ )

が成立することを示せ。

(2)g,ん はレ,十∞)で連続な実数値関数で

ズ→≦五ズ
π
州洗+Ц→

を満たすとする。

ヰ仁)多

(α<″), ただし4は定数

へI(ムヽ

ズ
α
州
“
手―IαttЮ洸回

が成立することを示せ .


